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遺伝的に不妊を呈する sks および repro23 の 2 系統の突然変異マウスに焦点を当て，それら突然変異マウスに関与する遺
伝子の機能の解明を試みた。 












に異常が生じていることが明らかとされた。これらの結果から，TMEM48 が MTOCs の局在または安定化に重要な役割を
担っており，かつ MTOCs の紡錘体極への局在が減数分裂の完了および初期胚における卵割に重要である可能性が示唆さ
れた。 
 次に精巣において TMEM48 と結合し，精子形成に重要な役割を果たしている遺伝子の同定を試みた。酵母ツーハイブ
リッド法を用いスクリーニングを行った結果，合計で 31 個の遺伝子が TMEM48 と精巣において相互作用する可能性のあ
るタンパク質の遺伝子として同定された。 
repro23 マウスは，Tdrd12 遺伝子に突然変異を持ち，精子形成が減数分裂前期の早い時期に停止する。この Tdrd12 の機









 本研究は，配偶子形成に異常を呈することで不妊となる sks および repro23 突然変異マウスを用いて配偶子
形成と減数分裂に関わるに Tmem48 および Tdrd12 遺伝子の機能の解明を試みたものであり，その主な結果は
以下の通りである。 









 さらに，酵母ツーハイブリッド法により精巣において TMEM48 を結合する遺伝子の同定を試みた結果，31
個の遺伝子を TMEM48 と相互作用する可能性のあるタンパク質の遺伝子として同定している。 
 最後に，精子形成が減数分裂前期の早い時期に停止する repro23 マウスの原因遺伝子である，Tdrd12 の精




 以上の本研究の結果は，マウスの配偶子形成と減数分裂における Tmem48 および Tdrd12 遺伝子の機能を明
らかしたものであり，ほ乳類の生殖細胞分化と配偶子形成の分子メカニズムを解明する上で重要な知見であ
ると考えられ，当該研究分野の研究に及ぼす影響は大きく，それゆえ，梶田晋平氏は自然科学研究科の博士
（学術）の学位を受ける資格があるものと判定した。 
  
